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は
じ
め
に

　

宗
像
氏
と
関
わ
る
臨
済
宗
幻
住
派
の
禅
僧
に
湖こ

心し
ん

碩せ
き
て
い鼎

（
頤い

賢け
ん

碩
鼎
）
と
弟

子
の
景け

い
て
つ轍

玄げ
ん

蘇そ

が
い
る
。
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
博
多
の
聖
福
寺
住
持
で
あ
っ
た
。

湖
心
碩
鼎
は
大
内
義
隆
が
中
心
と
な
り
派
遣
さ
れ
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）

に
入
明
し
た
遣
明
船
の
正
使
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
語
録
な
ど
を
お

さ
め
る
『
頤い

賢け
ん
ろ
く録

』」

に
は
、
天
文
二
十
二
年
に
宗
像
鍋
寿
丸
（
氏
貞
）
が
承
福

寺
（
宗
像
市
上
八
）
で
お
こ
な
っ
た
亡
父
黒
川
隆
尚
（
宗
像
正
氏
）
七
回
忌
の

拈ね
ん
こ
う香

文ぶ
ん

、
弟
子
の
景
轍
玄
蘇
に
関
す
る
記
述
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

景
轍
玄
蘇
は
、
大
内
氏
家
臣
で
西
郷
に
居
住
し
た
河
津
隆
業
の
子
（
河
津
隆

家
の
弟
）
と
さ
れ
る
。
詩
文
・
語
録
な
ど
を
お
さ
め
る
『
仙
巣
稿
』
に
は
、
元

亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
宗
像
氏
貞
が
営
ん
だ
黒
川
隆
尚
二
十
五
回
忌
の
拈
香

文
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

『
仙
巣
稿
』
の
宗
像
氏
関
係
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
『
新
修
宗
像
市
史　

い

く
さ
と
人
び
と
』
『
新
修
宗
像
市
史　

く
ら
し
と
生
業
』
で
と
り
あ
げ
て
い

る
。
本
稿
で
は
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
『
頤
賢
録
』
と
あ
わ
せ
て
二
人
の

禅
僧
と
宗
像
氏
と
の
関
係
を
中
心
に
、
承
福
寺
、
隆
尚
庵
な
ど
宗
像
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。

一　

黒
川
隆
尚
七
回
忌
と
湖
心
碩
鼎

湖
心
碩
鼎
に
つ
い
て
は
長
正
統
氏
・
安
藤
嘉
則
氏
・
伊
藤
幸
司
氏
・
橋
本
雄

氏
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
宗
像
氏
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
湖
心
碩
鼎
の
略
歴
を

み
る
こ
と
に
す
る
。

『
頤
賢
録
』
乾
の
自
賛
に
は
、「
永
禄
五
年
祀
竜
集
壬
戌
林
鐘
念
七
日　

幻

住
十
世
的
系
前
南
禅
寺
兼
高
源
頤
賢
杜
多　

碩
鼎
八
十
二
歳
書
焉
」
と
あ
る
よ

う
に
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
六
月
二
十
七
日
に
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
湖

心
碩
鼎
の
文
集
『
三

さ
ん
き
ゃ
く
こ
う

脚
稿
』
自
讃
に
も
永
禄
二
年
に
七
十
九
歳
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。
「
筑
前
人
也
」
と
さ
れ

る
（
「
万
年
伝
燈
年
表
」
『
浮
木
集
』
巻
十
二
）
。

永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
十
二
月
十
日
に
は
、
勅
願
寺
で
あ
る
丹
波
国
の

高
源
寺
（
兵
庫
県
丹
波
市
）
の
住
持
と
な
り
紫
衣
を
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

永
正
十
八
年
二
月
十
二
日
に
聖
福
寺
（
十
刹
）
の
住
持
（
一
〇
五
世
）
と
な
り
、

博
多
を
中
心
と
す
る
幻
住
派
の
興
隆
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
閏
五
月
日
の
湖
心
碩
鼎
像
賛
文
に
は
「
幻
住
十
世

法
孫
湖
心
碩
鼎
」
（
佐
賀
県
近
松
寺
蔵
）
、
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
仲
春
十
二

の
珀
林
玄
琥
首
座
宛
印
可
状
に
は
「
幻
住
十
世
湖
心
叟
碩
鼎
」
（
佐
賀
県
少
林

寺
蔵
）
、
『
三
脚
稿
』
の
永
禄
二
年
の
自
賛
に
は
「
旹
永
禄
二
年
己
未
仲
秋
前
一

日
幻
住
十
世
的
骨
前
住
聖
福
後
住
南
禅
兼
高
源
杜
多
頤
賢
碩
鼎
暮
齢
七
十
九
歳

《
論
文
》

　

湖
心
碩
鼎
・
景
轍
玄
蘇
と
宗
像
氏
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書
焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
聖
福
寺
の
幻
住
庵
十
世
と
す
る
。

湖
心
碩
鼎
は
天
文
八
年
に
入
明
し
た
遣
明
船
の
正
使
と
な
り
、
副
使
の
天
龍

寺
妙
智
院
（
京
都
市
左
京
区
）
の
策

さ
く
げ
ん
し
ゅ
う
り
ょ
う

彦
周
良
と
と
も
に
入
明
し
て
い
る
よ
う
に
、

大
内
氏
に
よ
る
対
外
交
渉
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
の
天
文
十
三
年
十
二

月
二
十
八
日
付
五
ヶ
村
地
下
中
宛
大
村
興
景
裁
許
状
に
「
従
五
ヶ
村
聖
福
寺

湖
心　

大
和
尚

尊
札
」
と
あ
る
の
で
、
天
文
十
三
年
に
は
聖
福
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

天
文
十
四
年
に
は
南
禅
寺
（
京
都
市
左
京
区
）
の
住
持
に
任
ず
る
公

こ
う
じ
ょ
う

帖
を
得

て
い
る
。
湖
心
碩
鼎
は
勅
願
寺
で
あ
る
高
源
寺
と
、
室
町
幕
府
の
五
山
官
寺

制
（
諸
山
・
十
刹
・
五
山
・
五ご

山ざ
ん

之し

上じ
ょ
う）

に
お
け
る
五
山
之
上
の
南
禅
寺
と

い
う
二
つ
の
紫
衣
道
場
の
住
持
に
登
り
詰
め
た
禅
僧
に
な
る
。

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
九
月
二
十
三
日
付
聖
福
寺
当
知
行
目
録
案
に
「
当

住
碩
𣇄
在
判
」
と
あ
る
の
で
、
弘
治
三
年
に
は
聖
福
寺
の
当
住
（
住
持
）
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
二
月
二
十
一
日
に
景
轍
玄
蘇

が
湖
心
碩
鼎
の
十
三
回
忌
を
営
ん
で
い
る
（
『
仙
巣
稿
』
巻
之
中
、
Ⅱ
五
七
五
）。

長
氏
は
こ
こ
か
ら
湖
心
碩
鼎
入
寂
の
年
は
永
禄
七
年
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
寛

政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
成
立
と
す
る
『
以
酊
庵
開
山
由
来
書
』
に
、
「
湖
心

遷
化
永
禄
七
甲
子
、
前
住
聖
福
後
住
南
禅
湖
心
碩
鼎
禅
師
寂
于
筑
前
州
宗
像
郡

曲
江
山
隆
尚
禅
庵
者
、
開
山
景
轍
和
尚
之
師
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
隆
尚
庵

で
入
寂
し
た
と
す
る
。

『
頤
賢
録
』
乾
に
は
、
湖
心
碩
鼎
が
作
成
し
た
隆
尚
菴
殿
尖
甫
道
祥
居
士

（
黒
川
隆
尚
）
七
回
忌
の
拈
香
文
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
長
文
に
な
る
が
次

に
引
用
す
る
。　

　
　

隆
尚
菴
殿
尖
甫
道
祥
居
士
七
秊
忌
之
拈
香

神
武
雷
霆
気
動
颷
、
麒
麟
閣
上
使
功
描
、
忽
蘇
枯
渇
七
秊
雨
、
一
片
檀
香
尽

意
焼
、

大
日
本
国
─
─　

宗
像
鍋
寿
公

維
時
天
文
念
二
秊
夷
則
十
又
五
日
、
正
当
先
考
尖
甫
道
祥
大
居
士
七
周
忌
之

辰
、
預
於
林
鐘
念
又
五
日
、
就
于
安
延
山
万
秊
承
福
禅
寺
云
々
、
有
入
室
云
々
、

表
白
不
記
、
辞
云
、

有
物
先
天
地
、
無
形
本
寂
寥
、
能
為
万
象
主
、
不
遂
四
時
凋
、
挙
香
云
、
這

ケ
先
天
地
故
不
名
、
強
呼
之
則
為
戒
香
定
香
種
、
本
寂
寥
故
無
相
、
熟
視
之
、

則
為
恵
香
知
香
苗
、
為
万
像
之
故
、
濁
者
云
黄
泉
、
清
者
云
青
霄
、
烏
依
幻

玄
、
鵠
依
幻
白
、
松
依
幻
直
、
棘
依
幻
曲
、
栴
檀
薫
陸
、
詹
蔔
林
、
種
々
妙

薫
、
深
其
根
固
其
蔕
、
兜
楼
畢
力
伽
沈
水
、
一
々
妙
用
、
茁
其
芽
長
其
条
、

不
逐
四
時
凋
故
、
無
終
無
始
、
不
落
不
揺
、
如
我
尖
甫
道
祥
大
居
士
、
威
而

不
猛
、
泰
而
不
驕
、
効
乎
郁
々
乎
文
、
奉
神
致
主
、
起
自
多
々
良
氏
、
抃
野

重
朝
、
積
此
妙
薫
、
其
家
興
盛
、
現
此
妙
用
其
財
益
饒
、
雖
云
宿
世
善
因
所

集
、
可
謂
乃
祖
徳
果
所
招
、
孝
子
探
支
七
月
中
元
居
諸
、
焚
以
炎
天
梅
蘂
、

老
拙
踏
断
三
千
余
丈
霜
髯
、
昼
出
雪
裡
芭
蕉
、
到
這
裡
生
死
涅
槃
、
西
泊
東

漂
、
煩
悩
菩
提
、
瓦
解
氷
消
、
上
来
言
語
尽
是
先
天
地
底
那
一
物
、
所
奏

篳
韶
、
今
日
斎
筵
投
以
木
瓜
報
以
瓊
瑶
、
挙
香
云
、
喝
、
三
尺
龍
泉
光
昭
謄
、

万
人
樷
囊
奪
高
標
、

　

天
文
十
六
年
に
死
去
し
た
黒
川
隆
尚
の
七
回
忌
が
天
文
二
十
二
年
七
月
十
五

日
に
安
延
山
万
秊
承
福
禅
寺
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
七
回
忌
を
お
こ
な
っ
た

の
は
隆
尚
の
子
、
宗
像
鍋
寿
丸
で
あ
っ
た
。
湖
心
碩
鼎
は
六
月
二
十
五
日
に
承

福
寺
へ
入
室
し
、
七
月
十
五
日
に
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
。
拈
香
文
に
は
「
如
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文
二
十
二
年
七
月
十
五
日
の
隆
尚
七
回
忌
の
拈
香
文
に
宗
像
鍋
寿
丸
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
大
内
晴
英
書
状
は
天
文
二
十
一
年
に
な
る
。

七
回
忌
を
営
ん
だ
宗
像
鍋
寿
丸
は
、
大
内
氏
領
国
を
継
承
し
た
大
友
義
鎮

（
宗
麟
）
の
弟
大
内
晴
英
（
義
長
）
か
ら
宗
像
を
称
す
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。

鍋
寿
丸
は
拈
香
文
で
父
親
の
黒
川
隆
尚
が
多
々
良
氏
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
内
氏
の
一
族
黒
川
鍋
寿
丸
で
あ
っ
た
が
、
黒
川
姓
か
ら
宗
像
姓
に
改
め
る
こ

と
で
名
実
と
も
に
宗
像
氏
の
家
督
を
継
承
し
、
宗
像
社
の
大
宮
司
と
な
る
。
宗

像
氏
続
（
黒
川
隆
像
の
父
）
と
子
の
千
代
松
丸
も
宗
像
か
ら
逃
れ
た
が
、
後
に

鍋
寿
丸
側
に
殺
害
さ
れ
た
よ
う
に
、
隆
尚
・
鍋
寿
丸
親
子
と
大
宮
司
職
を
め
ぐ

り
争
っ
た
氏
続
・
氏
男
親
子
側
の
勢
力
は
一
掃
さ
れ
て
い
る
。

　

天
文
二
十
二
年
七
月
十
五
日
、
宗
像
姓
に
改
め
て
い
た
鍋
寿
丸
が
承
福
寺
で

隆
尚
七
回
忌
を
営
ん
で
い
る
。
七
回
忌
は
、
大
内
義
隆
と
黒
川
隆
像
自
害
後
の

宗
像
氏
一
族
間
の
家
督
相
続
争
い
が
終
わ
り
、
大
内
義
長
・
陶
晴
賢
の
後
援
を

得
た
鍋
寿
丸
が
宗
像
氏
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
領
内
に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

二　

承
福
寺
と
占
部
氏

　

黒
川
隆
尚
の
七
回
忌
が
お
こ
な
わ
れ
た
承
福
寺
は
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）

十
二
月
十
三
日
に
諸
山
に
列
し
て
い
る
。
今
枝
愛
眞
氏
は
万
年
承
福
禅
寺
、
山

号
を
安
延
山
と
い
い
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
開
山
が
月
菴
宗
光
と
あ
る

が
、
或
い
は
黄
竜
派
の
月
菴
救
円
で
あ
ろ
う
か
と
し
、
開
基
は
宗
像
氏
と
す

る
。

　

承
福
寺
に
つ
い
て
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
「
山
号
安
延
山
、
開
山
月

潭
、
或
号
月
菴
」
、
寺
に
は
大
宮
司
の
墓
が
五
六
あ
っ
て
、
宗
像
氏
貞
の
墓
も

我
尖
甫
道
祥
大
居
士
、
威
而
不
猛
、
泰
而
不
驕
、
効
乎
郁
々
乎
文
、
奉
神
致
主
、

起
自
多
々
良
氏
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
隆
尚
を
称
賛
し
、
（
宗
像
社
の
）
神
を

奉
る
主
（
大
宮
司
）
と
し
、
多
々
良
氏
（
大
内
氏
）
の
一
族
と
す
る
。
拈
香
文

に
は
隆
尚
庵
と
景
轍
玄
蘇
の
記
述
は
な
い
。

　

拈
香
文
に
は
湖
心
碩
鼎
が
承
福
寺
に
入
室
と
あ
る
。
『
頤
賢
録
』
坤
に
は
年

未
詳
で
あ
る
が
、
「
承
福
寺
起
身
之
朝
妙
香
百
ヶ
日　

此
日
三
月
五
日
也　

応
是

前
生
香
火
縁
、
還
郷
時
節
赴
斎
筵
、
看
々
上
巳
余
風
景
、
百
日
紅
開
三
月
天
」

の
記
述
が
あ
る
。
承
福
寺
に
い
た
三
月
五
日
の
起
身
の
朝
、
妙
香
百
ケ
日
と
す

る
。
妙
香
に
つ
い
て
は
不
明
。
法
要
後
の
斎さ

い

筵え
ん

（
斎さ

い
じ
き食

を
僧
尼
に
供
養
す
る
法

会
）
で
の
風
景
（
百
日
紅
：
さ
る
す
べ
り
）
が
書
か
れ
て
い
る
。
湖
心
碩
鼎
は

承
福
寺
の
住
持
と
な
り
、
在
寺
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合

は
永
正
十
八
年
に
住
持
と
な
っ
た
聖
福
寺
と
兼
住
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

隆
尚
七
回
忌
が
お
こ
な
わ
れ
た
前
後
の
宗
像
氏
と
隆
尚
七
回
忌
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

黒
川
鍋
寿
丸
（
宗
像
氏
貞
）
は
、
天
文
二
十
年
九
月
一
日
に
陶
隆
房
（
晴
賢
）

の
挙
兵
に
よ
り
大
内
義
隆
が
自
害
し
た
直
後
の
九
月
十
二
日
、
隆
房
の
支
援
を

受
け
周
防
国
山
口
か
ら
母
親
ら
と
と
も
に
宗
像
に
強
行
入
部
し
て
い
る
。
『
宗

像
記
追
考
』
は
七
歳
と
す
る
。
宗
像
に
入
っ
た
鍋
寿
丸
側
は
黒
川
隆
尚
の
正
妻

（
栄
林
妙
秀
）
と
、
そ
の
娘
で
義
隆
と
共
に
自
害
し
た
黒
川
隆
像
（
宗
像
氏
男
）

の
妻
（
心
源
妙
安
）
を
殺
害
す
る
な
ど
し
て
宗
像
氏
の
実
権
を
に
ぎ
る
。
こ
れ

に
は
隆
房
と
隆
房
の
姪
と
さ
れ
る
鍋
寿
丸
の
母
親
・
隆
尚
旧
臣
の
役
割
が
大
き

か
っ
た
。

　

九
月
十
一
日
付
宗
像
鍋
寿
丸
宛
大
内
晴
英
書
状
に
は
、
「
自
今
以
後
者
、
任

旧
例
、
可
被
称
宗
像
之
号
候
」
と
あ
る
（
「
宗
像
神
社
文
書
」
Ⅱ
三
四
八
）
。
天

（
９
）

（
10
）
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つ
い
て
二
度
参
会
し
た
と
し
、
「
彼
落
木
之
事
、
寺
家
可
有
採
用
候
、
於
木
元

者
、
前
東
堂
如
御
在
寺
之
時
、
葉
山
事
者
、
寺
家
御
進
止
、
野
山
之
事
者
、
貞

保
有
進
止
之
、
無　

儀
可
被
申
談
事
肝
要
候
、
山
野
堺
等
事
、
可
致
沙
汰
事

者
、
能
々
可
有
御
分
別
候
、
斟
酌
至
極
候
、
時
分
柄
与
申
、
是
非
共
無
事
ニ
被

仰
談
候
者
、
於
我
々
可
目
出
候
、
御
分
別
肝
要
候
」
と
あ
る
（
「
占
部
文
書
」

Ⅱ
四
八
八
─
二
）
。
占
部
賢
安
は
占
部
氏
一
族
、
吉
田
重
致
の
娘
は
賢
安
の
妻

と
さ
れ
る
。
重
致
は
賢
安
に
和
解
案
を
示
し
、
山
野
堺
等
の
事
を
沙
汰
す
る
こ

と
は
御
分
別
が
必
要
で
、
相
手
の
事
情
に
配
慮
す
る
斟
酌
が
大
切
で
あ
る
と
し

た
上
で
、
無
事
に
落
着
す
れ
ば
我
々
も
め
で
た
い
と
書
い
て
い
る
。

　

山
堺
相
論
を
『
占
部
家
系
伝
』
の
よ
う
に
永
禄
十
年
と
す
れ
ば
、
承
福
寺
が

諸
山
と
さ
れ
た
年
に
な
る
。
承
福
寺
を
創
建
し
た
占
部
安
延
か
ら
祐
安
─
豊
安

─
尚
安
─
尚
持
─
貞
保
と
続
く
と
さ
れ
る
貞
保
と
承
福
寺
が
山
境
に
つ
い
て
争

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
仲
介
に
占
部
賢
安
と
吉
田
重
致
が
関
わ
っ
て
い

る
。
二
人
は
宗
像
氏
の
重
臣
で
あ
る
が
、
氏
貞
の
意
向
を
受
け
て
仲
介
に
あ
た

っ
た
の
か
、
或
い
は
承
福
寺
の
宗
麟
の
意
向
を
受
け
て
仲
介
に
あ
た
っ
た
の
か

明
ら
か
で
は
な
い
。

　

宗
像
氏
側
と
承
福
寺
側
に
は
、
承
福
寺
が
諸
山
と
さ
れ
た
経
過
に
関
す
る
当

時
の
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
『
占
部
家
系
伝
』
に
は
占
部
尚
安
が
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
）
二
月
三
日
に
七
十
歳
で
死
去
し
た
の
で
承
福
寺
の
門
前
乙
尾

山
に
葬
り
、
珍
岳
院
殿
琴
渓
宗
音
居
士
と
謚

お
く
り
なし

た
と
書
か
れ
て
お
り
、
法
号
は

天
文
二
十
四
年
三
月
に
南
禅
寺
頤
賢
碩
鼎
和
尚
（
「
于
時
聖
福
寺
に
在
り
、
湖

心
和
尚
是
也
」
）
が
尚
安
夫
婦
に
示
し
た
と
あ
る
。

　

占
部
貞
保
に
つ
い
て
も
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
二
月
、
対
馬
に
い
た
南

禅
寺
酊
庵
和
尚
か
ら
法
号
を
賜
わ
り
、
桃
園
宗
仙
居
士
と
号
し
た
と
書
か
れ
て

あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
は
文
明
二
年
（
一
四

七
〇
）
三
月
に
占
部
安
延
が
創
立
し
、
開
山
の
月
潭
は
安
延
の
第
四
子
。
安
延

（
承
福
寺
慶
岩
宗
快
）
は
文
明
十
年
六
月
十
八
日
に
没
し
た
と
あ
る
。
門
前

（
御
塔
）
に
は
安
延
の
他
、
氏
貞
・
黒
川
隆
尚
・
宗
像
氏
雄
（
宗
像
氏
男
：
黒

川
隆
像
）
・
占
部
八
郎
（
貞
保
）
な
ど
の
墓
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
『
占

部
家
系
伝
』
に
も
占
部
安
延
（
承
福
寺
殿
慶
岩
宗
快
）
が
文
明
二
年
三
月
に
承

福
禅
寺
を
建
て
、
四
男
の
月
潭
を
開
山
と
し
た
と
あ
る
。

　

承
福
寺
に
は
氏
貞
の
肖
像
と
位
牌
が
あ
り
、
門
前
に
は
氏
貞
の
墓
石
が
あ
る

が
、
他
の
墓
石
に
つ
い
て
は
人
物
が
特
定
で
き
な
い
。
承
福
寺
は
当
初
、
占
部

氏
の
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

『
諸
山
位
次
簿
』
（
『
鹿
苑
院
公
文
帳
』
に
収
録
）
で
は
承
福
寺
に
つ
い
て

「
筑
前
国
、
安
延
山
、
一
粟
夡

（
誃
イ
）長

老
所
名
山
号
也

（
之
イ
）」

「
永
禄
十
年
丁
卯
十
二
月

十
三
日
御
判
准
于
諸
山
之
列
、
官
資
自
春
日
御
局
被
申
沙
汰
不
知
其
員
数
」

「
為
中
峰
門
派
、
今
住
持
貞
堯
」
と
あ
る
。
住
持
の
貞
堯
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
中
峰
（
中

ち
ゅ
う
ほ
ん
み
ん

峰
明
本ぽ

ん

）
門も

ん

派ぱ

（
宗
門
の
流
派
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
湖
心
碩
鼎
・

景
轍
玄
蘇
に
連
な
る
幻
住
派
の
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

承
福
寺
は
占
部
貞
保
と
の
間
で
山
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
『
占
部
家
系
伝
』

に
は
「

（
永
禄
十
）

同
年
冬
承
福
寺
と
山
境
を
論
す
。
同
十
一
年
五
月
占
部
越
後
守
賢
安
、

吉
田
伯
耆
守
重
致
相
扱
て
承
福
寺
瑞
林
和
尚
と
和
睦
成
る
」
と
あ
る
（
Ⅱ
四
八

八
─
三
）
。
瑞
林
和
尚
は
山
鹿
城
主
麻
生
家
助
の
末
子
で
貞
保
叔
父
と
あ
る
。　
　

　

十
一
月
十
一
日
付
占
部
貞
保
宛
承
福
寺
宗
麟
書
状
で
、
住
持
の
宗
麟
は
貞
保

が
寺
家
山
と
伊
王
丸
山
の
相
堺
は
尾
辻
を
限
る
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
寺
家
証

文
と
相
違
し
て
い
る
と
貞
保
に
返
事
を
求
め
て
い
る
（
「
占
部
文
書
」
Ⅱ
四
八

八
─
一
）
。
十
一
月
二
十
七
日
付
占
部
賢
安
宛
吉
田
重
致
書
状
に
は
、
山
論
に

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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汰
事
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い
る
。
酊
庵
和
尚
と
は
景
轍
玄
蘇
の
こ
と
に
な
る
。
湖
心
碩
鼎
・
景
轍
玄
蘇
と

占
部
氏
と
の
関
係
は
他
の
史
料
で
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
占
部
氏
が

二
人
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

湖
心
碩
鼎
と
景
轍
玄
蘇

　

『
頤
賢
録
』
に
書
か
れ
た
湖
心
碩
鼎
と
景
轍
玄
蘇
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に

す
る
。
『
頤
賢
録
』
乾
の
英
甫
（〈

聖

福

寺

〉

吾
山
梅
処
軒
主
英
甫
俊
座
元
）
賛
は
「
景
蘇

請
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
吾
山
天
徳
庵
者
、
横

（
南
甫
紹
明
）

岳
三
世
洪
山
範
和
尚
開
発
之

場
也
、
屢
歴
歳
霜
、
無
由
興
癈
、
本
寺
者
、
宗
像
福

（
多
福
山
）

山
興
聖
寺
也
、
福
山
耆
衲

相
謀
而
付
嘱
于
予
、
将
興
癈
、
予
移
搨
於
当
菴
、
住
数
歳
、
既
於
塔
庵
、
営
弁

開
堂
之
儀
、
爾
来
住
持
事
繁
、
加
之
、
新
築
幻（

聖

福

寺

）

住
・
新
篁
之
両
所
、
越
付
与
英

甫
俊
座
元
、
々
々
自
堤
鉞
斧
、
後
旧
規
、
今
茲
天
文
念
辛
亥
季
秋
之
月
十
又
六

日
、
座
元
微
恙
将
化
、
呼
予
謂
云
、
願
指
示
安
身
立
命
処
、
予
云
、
臨
終
用
心

如
何
、
座
元
自
把
筆
云
、
八
十
四
年
、
地
水
火
風
、
一
機
転
処
、
蹈
破
空
々
、

小
師
景
蘇
宗
䡘
首
座
命
画
師
写
師
之
肖
像
、
需
賛
於
予
、
々
不
文
也
、
不
能
綴

俚
語
、
記
事
蹟
塞
責
、
仍
和
辞
世
之
偈
、
以
為
証
云
、
東
海
児
孫
、
古
帆
遺

風
、
須
弥
毫
末
、
図
書
虚
空
」
と
あ
る
。

　

湖
心
碩
鼎
の
吾
山
天
徳
庵
（
聖
福
寺
天
徳
庵
）
の
本
寺
を
宗
像
福
山
興
聖
寺

（
宗
像
市
田
島
）
と
し
て
い
る
。
次
に
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
秋
之
月
十

六
日
に
英
甫
俊
座
元
の
願
い
に
よ
っ
て
肖
像
と
賛
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
湖
心
碩
鼎
は
、
小
師
景
蘇
に
肖
像
を
画
師
に
描
か
せ
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

小
師
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
時
ま
で
に
は
、
景
轍
玄
蘇
が
湖
心
碩
鼎
の
弟
子
と

な
っ
て
い
た
。

　

大
内
義
隆
が
陶
隆
房
の
挙
兵
に
よ
っ
て
自
害
し
た
の
は
天
文
二
十
年
九
月
一

日
で
あ
っ
た
。
景
轍
玄
蘇
が
湖
心
碩
鼎
の
小
師
と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
以
前
に

な
る
。
景
轍
玄
蘇
は
義
隆
の
家
臣
河
津
隆
業
の
子
と
さ
れ
る
。
隆
業
は
大
内
氏

の
直
轄
領
福
万
庄
（
福
満
庄
）
の
代
官
、
鞍
手
郡
代
で
あ
り
、
糟
屋
郡
代
も
兼

ね
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
河
津
氏
は
代
々
大
内
氏
の
筑
前
国
経
営
に
携
わ
る

家
臣
で
あ
っ
た
。
湖
心
碩
鼎
と
は
旧
知
の
仲
で
あ
り
、
そ
の
縁
に
よ
り
景
轍
玄

蘇
は
弟
子
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
し
た
『
三
脚
稿
』
の
湖
心
碩
鼎
自
賛
に
は
、
正
使
と
し
て
明
に
渡
っ
た

湖
心
碩
鼎
が
庚
子
（
天
文
九
年
）
に
北
京
に
到
り
、
明
の
嘉
靖
帝
か
ら
「
青
色

朝
衣
、
金
襴
伽
梨
」
を
賜
り
、
帰
朝
の
日
に
こ
れ
を
着
て
嘉
靖
帝
に
拝
辞
し
た

が
、
こ
の
時
、
画
工
に
自
身
の
肖
像
を
写
さ
せ
辛
丑
（
天
文
十
年
）
に
帰
朝
し

た
と
あ
る
。
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
な
り
、
門も

ん

弟て
い

子し

（
弟
子
）
景
轍
玄
蘇

首し
ゅ

座そ

が
肖
像
に
賛
語
が
な
い
と
誰
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る

の
で
、
賛
語
を
書
く
よ
う
湖
心
碩
鼎
に
請
う
た
の
で
、
後
の
點て

ん

鬼き

簿ぼ

（
亡
く
な

っ
た
人
の
名
前
・
生
没
年
を
書
い
た
帳
簿
）
の
た
め
に
自
賛
を
書
い
た
と
あ

る
。
景
轍
玄
蘇
は
首
坐
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
湖
心
碩
鼎
の
門
弟
子
の
中

で
も
最
上
位
の
僧
で
あ
っ
た
。

　

『
頤
賢
録
』
坤
の
「
月
山
性
印
居
士
十
七
秊
忌　

有
序
」
に
は
、
「
雲
蓋
寺
前

住
守
顒
智
禅
師
住
院
之
日
、
帯
火
枷
出
問
阿
誰
、
答
云
、
我
為
雲
蓋
寺
前
之
長

老
守
顒
時
、
旦
那
以
供
衆
僧
物
造
僧
堂
、
依
其
罪
過
、
如
此
受
苦
云
々
、
今
茲

永
禄
五
秊
壬
戌
小
春
初
三
日
、
正
当
月
心
性
印
居
士
十
七
秊
忌
之
辰
、
予
小
師

景
轍
安
山
入
寺
之
費
用
闕
乏
之
刻
、
乞
其
息
要
同
之
二
人
補
之
」
と
あ
る
。

　

永
禄
五
年
十
月
三
日
の
月
山
性
印
居
士
（
月
心
性
印
居
士
）
十
七
回
忌
の

時
、
湖
心
碩
鼎
の
小
師
景
轍
玄
蘇
が
安
山
（
聖
福
寺
）
に
入
寺
し
よ
う
と
し
た

が
費
用
が
不
足
し
て
い
た
。
月
山
性
印
の
息
子
二
人
に
湖
心
碩
鼎
が
請
う
て
入

（
15
）
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寺
の
費
用
を
補
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
景
轍
玄
蘇
は
永
禄
五

年
に
聖
福
寺
に
入
山
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
景
轍
玄
蘇
の
父
河
津
隆
業
は

大
内
義
隆
の
自
害
に
よ
り
隠い

ん
と
ん遁

し
、
子
の
隆
家
（
景
轍
玄
蘇
の
兄
）
が
跡
を
継

い
だ
と
さ
れ
る
（
『
河
津
伝
記
』
十
三
）
。
義
隆
自
害
後
の
大
内
義
長
と
の
関
係

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
内
氏
の
滅
亡
に
よ
り
大
内
氏
の
旧
臣
で
あ
っ
た
河

津
氏
の
勢
力
は
衰
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
入
寺
費
用
の
不
足
に
関
わ
っ
て
い

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
景
轍
玄
蘇
は
幸
い
に
月
山
性
印
の
息
子
の
援
助
を
得
て

聖
福
寺
に
入
寺
し
住
持
（
一
〇
九
世
）
と
な
っ
て
い
る
。

四　

景
轍
玄
蘇

　

景
轍
玄
蘇
に
つ
い
て
、
長
氏
の
研
究
に
よ
り
な
が
ら
略
歴
を
み
る
こ
と
に
す

る
。

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
下
）
の
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
四
月
十
五
日
付
宣
慰

使
李
志
完
宛
書
状
に
「
余
生
于
陋
邦
天
文
丁
酉
、
乃
是　

皇
明
嘉
靖
年
中
也
、

如
今
暮
年
、
縮
于
七
十
又
三
、
合
丁
酉
両
字
、
自
号
酊
庵
」
と
あ
る
よ
う
に
、

天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。
対
馬
の
以
酊
庵
は
景
轍
玄
蘇
の

生
年
で
あ
る
天
文
丁
酉
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
て
い
る

　

聖
福
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
景
轍
玄
蘇
は
「
永
禄
癸
亥
九
月
念
六
日
離
安
山
、

寓
志
賀
島
」（
『
仙
巣
稿
』
巻
之
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）

九
月
二
十
六
日
、
戦
乱
を
避
け
て
安
山
（
聖
福
寺
）
を
離
れ
志
賀
島
に
寓
し
て

い
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
「
豊
州
之
賢
太
守
以
筑
之
兵
為
先
鋒
討
不
庭

於
太
宰
府
之
日
余
殃
及
斯
境
」
と
あ
る
（
『
仙
巣
稿
』
巻
之
下
）
。
『
仙
巣
稿
』

を
撰
し
た
規
伯
玄
方
の
後
記
に
は
、
豊
後
の
太
守
大
友
氏
が
太
宰
府
を
攻
め
、

そ
の
余
殃
（
災
禍
）
が
冷
泉
津
に
及
び
聖
福
寺
も
兵
燹
（
兵
火
）
に
あ
い
、
先

師
の
遺
稿
文
書
共
に
散
燼
（
燃
え
残
り
）
と
な
り
、
乱
を
避
け
て
馬
島
（
志
賀

島
）
を
仮
住
ま
い
と
し
た
と
あ
る
。
先
師
と
は
湖
心
碩
鼎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

　

こ
の
よ
う
に
景
轍
玄
蘇
は
兵
乱
を
逃
れ
て
聖
福
寺
を
出
て
い
る
。
『
仙
巣
稿
』

（
巻
之
上
）
に
は
「
禄

（
永
禄
六
）

亥
秋
之
季
、
予
避
兵
於
七
里
灘
」
、
「
小

（

十

月

）
春
初
六
、
発

志
賀
島
、
到
渡
島
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
更
に
「
永
禄
午
、
避
乱
大
島
、

逢
新
正
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
景
轍
玄
蘇
は
大
島
に
渡
り
新
年
（
新
正
）
を
迎

え
て
い
る
。
『
仙
巣
稿
』
に
は
戦
乱
か
ら
大
島
・
地
島
に
逃
れ
た
宗
像
領
の
領

民
や
島
の
様
子
な
ど
が
詩
文
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
年
号
は
書
か
れ
て
い
な
い

も
の
が
多
い
。

　

景
轍
玄
蘇
は
永
禄
七
年
七
月
十
七
日
付
で
対
馬
西
山
寺
の
方
室
老
禅
師
（
西

山
老
師
翁
）
の
見
舞
い
に
対
す
る
返
書
を
送
っ
て
い
る
（
『
仙
巣
稿
』
巻
之
下
）
。

長
氏
は
返
書
に
「
予
也
乱
来
、
寄
行
李
於
宗
像
郡
曲
江
隆
尚
菴
」
と
あ
る
の

で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
隆
尚
庵
に
落
ち
着
い
て
お
り
、
同
年
十
二
月
（
永
禄
之

第
七
暦
蜡
月
）
に
は
「
前
聖
福
寓
隆
尚
景
轍
野
衲
玄
蘇
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

永
禄
年
間
に
は
聖
福
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
と
す
る
（
『
仙
巣
稿
』
巻
之
下
）
。
前

述
の
よ
う
に
師
の
湖
心
碩
鼎
は
永
禄
七
年
に
隆
尚
庵
で
死
去
し
た
と
さ
れ
る
。

隆
尚
庵
に
移
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
宗
像
領
に
大
友
勢
が
侵
攻
し
領
民
が
大
島
・
地
島
に
逃
れ
た
の

は
、
永
禄
二
年
九
月
の
宗
像
氏
一
族
宗
像
鎮
氏
と
支
援
す
る
大
友
勢
の
侵
攻

と
、
永
禄
十
一
年
に
毛
利
勢
が
豊
前
国
に
渡
海
し
、
翌
年
に
は
立
花
城
を
め
ぐ

り
大
友
勢
と
戦
っ
た
時
期
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
で
は
氏
貞
自
身
も
大
島
に
逃

れ
て
翌
年
三
月
に
所
領
を
奪
回
し
て
い
る
。
後
者
で
は
岳
山
城
（
蔦
岳
城
）
が

完
成
し
て
お
り
、
氏
貞
は
毛
利
方
と
し
て
出
陣
し
、
城
に
は
大
方
殿
（
氏
貞

の
母
親
）
以
下
が
籠
も
っ
て
い
た
。
宗
像
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
に
は
「
至
大

（
16
）

（
17
）

（
18
）（

19
）

（
20
）



7

島
・
泊
島
、
御
家
人
妻
子
勿
論
、
郷
民
数
千
人
、
取
渡
無
恙
之
」
と
あ
る
よ
う

に
、
大
島
・
地
島
に
も
家
臣
の
妻
子
・
領
民
が
渡
っ
て
い
る
（
Ⅱ
五
八
三
―

一
）
。
永
禄
十
二
年
十
一
月
に
は
、
立
花
城
を
占
領
し
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た

毛
利
勢
が
城
を
明
け
渡
し
本
国
に
戻
っ
て
い
る
。
氏
貞
も
大
友
氏
と
和
睦
し
、

大
島
・
地
島
に
逃
れ
て
い
た
領
民
も
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
村
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

景
轍
玄
蘇
が
永
禄
六
年
に
兵
乱
を
避
け
る
た
め
聖
福
寺
を
出
て
隆
尚
庵
に
落

ち
着
い
た
と
す
れ
ば
、
永
禄
三
年
の
正
月
を
大
島
で
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
毛
利
勢
が
豊
前
国
に
渡
海
し
た
永
禄
十
一
年
に
大
島
へ
渡
り
、

翌
年
の
正
月
を
迎
え
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
仙
巣
稿
』

（
巻
之
中
）
に
は
「
永
禄
十
一
暦
龍
集
戊
辰
仏
誕
生
前
四
日　

幻
住
十
一
葉
孫

隆
尚
菴
主
玄
蘇
書
」
と
あ
る
。
仏
誕
生
と
は
釈
迦
が
誕
生
し
た
四
月
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
時
に
景
轍
玄
蘇
は
隆
尚
庵
主
と
書
い
て
お
り
、
隆
尚
庵
に
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
景
轍
玄
蘇
が
兵
乱
を
避
け
大
島
に
渡
っ
た
の
は
、
『
仙
巣
稿
』
の

版
本
に
は
「
永
禄
午
」
、
写
本
に
は
「
永
禄
中
」
と
あ
る
。
い
つ
を
さ
し
て
い

る
の
か
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。　

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
景
轍
玄
蘇
は
永
禄
七
年
ま
で
に
は
隆
尚
庵
に
入
り
氏
貞
の

保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
十
一
年
に
は
隆
尚
庵
主
と
自
ら
書
い
て
い

る
。　

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
下
）
「
新
歳
奉
祈
尓
目
録
」
と
題
す
る
巻
数
の
末
尾
に
は

「
天
正
第
五
丁
丑
王
正
吉
辰
、
安
国
山
住
持
比
丘
」
と
あ
る
。
長
氏
は
安
国
山

住
持
比
丘
が
景
轍
玄
蘇
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
同
書
巻
之
中
に
「
今
茲
天
正

第
五
之
夷
則
俄
然
逝
矣
、
其
夜
未
芠
訃
音
達
于
冷
泉
之
仙
巣
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
頃
、
再
び
聖
福
寺
の
住
持
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
と
す
る
（
夷
則
は
七
月
）
。

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
上
、
Ⅱ
四
〇
一
）
に
は
（
天
正
六
年
正
月
）
同
十
一
日

（
写
本
は
十
一
月
）
に
曲
江
（
隆
尚
庵
）
に
赴
く
と
あ
る
。
行
間
が
あ
く
が
「
印

公
知
蔵
、
兵
を
避
け
て
以
て
予
に
曲
江
に
従
ふ
者
、
日
に
尚ひ

さ

し
。
今こ

と

し茲
、
天
寅

の
正
月
第
二
日
、
試
毫
の
作
を
以
て
予
に
示
し
」
と
も
あ
る
。
兵
乱
を
避
け
て

隆
尚
庵
で
久
し
く
景
轍
玄
蘇
に
従
う
印
公
知
蔵
が
、
天
正
六
年
正
月
二
日
の
書

き
初
め
の
作
を
景
轍
玄
蘇
に
示
し
て
い
る
。
久
し
く
と
あ
る
よ
う
に
景
轍
玄
蘇

は
引
き
続
き
隆
尚
庵
に
い
た
が
、
こ
の
年
の
正
月
は
い
ず
れ
か
の
場
所
か
ら
隆

尚
庵
に
赴
く
と
あ
る
。
或
い
は
聖
福
寺
か
ら
隆
尚
庵
に
赴
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
不
明
な
点
が
残
さ
れ
る
。

　

長
氏
は
『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
中
）
に
「
大
歳
舎
于
戊
寅
天
正
之
第
六
穐
九
月

上
浣
日
、
天
目
国
師
十
一
世
前
聖
福
兼
高
源
仙
巣
道
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

景
轍
玄
蘇
は
高
源
寺
の
公
帖
を
得
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
に
は
前
聖
福
と
あ
る

よ
う
に
、
聖
福
寺
の
前
住
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

景
轍
玄
蘇
は
『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
上
）
に
「
天
正
庚
辰
就
義
調
公
悃
請
将
航

対
馬
島
閏
三
月
十
二
日
出
冷
泉
泊
唐
泊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
対
馬
の
宗そ

う
よ
し
し
げ

義
調
の

招
き
を
受
け
て
、
天
正
八
年
閏
三
月
十
二
日
に
冷
泉
（
聖
福
寺
）
を
出
て
い
る
。

義
調
は
朝
鮮
国
と
の
通
交
で
外
交
僧
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
景
轍
玄

蘇
を
招
い
て
い
る
。
景
轍
玄
蘇
は
慶
長
十
六
年
十
月
二
十
二
日
に
七
十
五
歳
で

入
寂
し
た
（
『
仙
巣
稿
』
巻
之
下
、
辞
世
偈
）
。

　

景
轍
玄
蘇
の
出
自
に
つ
い
て
、
長
氏
は
『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
上
）
に
「
泊
陶

之
本
山
予
親
族
累
世
大

内
家
臣
故
云
爾

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
津
氏
は
代
々
大
内
氏
の
家
臣
の

家
が
ら
で
あ
っ
た
と
す
る
。
次
に
「
先
㛈
前
越
州
太
守
冬
青
道
樹
居
士
六
十
年

忌
之
日
拜
請
府
中
太
苾
蒭
衆
伸
供
養
之
次
唱
埜
偈
一
篇
以
擬
報
恩
那
一
句
云
」
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（
巻
之
中
）
と
あ
る
よ
う
に
、
景
轍
玄
蘇
が
前
越
前
州
太
守
冬
青
道
樹
居
士

六
十
年
忌
を
対
馬
府
中
で
営
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
青
道
樹
居
士
は
父
河
津

隆
業
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
す
る
。
先
㛈
は
先
考
（
亡
き
父
）
の
誤
字
の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

冬
青
道
樹
に
つ
い
て
、
『
頤
賢
録
』
坤
に
は
「
悼
冬
青
道
樹　

河
津
越
後
守　

四
十
四
秊
黍
半
炊
、
一
聲
回
地
也
天
涯
、
不
関
凋
落
冬
青
樹
、
遮
莫
金
風
随
意

吹
」
と
あ
る
。
冬
青
道
樹
（
河
津
越
後
守
）
が
四
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
両
書
と
も
に
い
つ
法
語
が
書
か
れ
た
か
は
不
明
。

　

河
津
隆
業
は
天
文
四
年
二
月
四
日
付
大
内
義
隆
下
文
写
に
は
「
河
津
新
四
郎

隆
業
」
と
あ
る
（
『
河
津
伝
記
』
『
宗
像
記
追
考
』
Ⅱ
二
九
一
─
一
）
。
天
文

十
八
年
八
月
二
十
七
日
付
大
内
氏
家
臣
連
署
書
状
は
河
津
掃
部
允
宛
で
あ
る

（
「
宗
像
神
社
文
書
」
Ⅱ
三
三
四
）
。
長
氏
が
紹
介
し
た
河
津
氏
の
系
図
を
含

め
、
隆
業
を
越
後
守
と
す
る
の
は
「
別
本
河
津
家
系
図
」
に
「
河
津
新
四
郎
、

任
越
後
守
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
他
に
河
津
氏
一
族
で
越
後
守
を
称
し
た
人

物
は
管
見
の
限
り
で
は
い
な
い
。

　

湖
心
碩
鼎
と
景
轍
玄
蘇
が
冬
青
道
樹
の
法
語
を
の
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

河
津
隆
業
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
『
河
津
伝
記
』
で
は
天
文
二
十

二
年
（
一
五
五
三
）
二
月
三
日
に
隆
業
が
死
去
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
六
十

年
回
忌
は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
な
り
景
轍
玄
蘇
の
死
後
に
な
る
。
冬

青
道
樹
を
隆
業
と
す
る
に
は
不
明
な
点
が
残
さ
れ
る
。

五　

景
轍
玄
蘇
と
宗
像
氏

　

『
仙
巣
稿
』
に
書
か
れ
た
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
黒
川
隆
尚
二
十
五
回

忌
を
含
め
、
宗
像
氏
と
承
福
寺
・
隆
尚
庵
な
ど
に
関
す
る
部
分
を
み
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

　

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
十
一
月
二
十
六
日
に
吉
田
駿
河
守
（
法
名
良
喜
：

吉
田
駿
河
入
道
・
藤
入
道
）
が
恵
叟
宝
全
禅
定
門
の
三
十
三
回
忌
を
営
ん
で
い

る
。
景
轍
玄
蘇
が
作
成
し
た
拈
香
文
に
は
「
拈
香　

恵
叟
宝
全
禅
定
門
、
三
十

三
白
忌
の
香
語
、
（
中
略
）
薩
訶
世
界
の
南
膽
部
洲
、
大
日
本
国
筑
前
の
州く

に

宗

像
の
郡
居
住
、
三
宝
の
弟
子
、
吉
田
駿
州
前
司
、
法
名
良
喜
、
今こ

と

し茲
、
永
禄
九

年
の
龍
集
丙
寅
、
季
冬
初
三
日
、
伏
し
て
先
考
恵
叟
宝
全
禅
定
門
、
卅
三
白
遠

忌
の
辰と

し

に
値あ

ひ
て
、
預
め
日
を
卜
し
て
吉
ヲ
獲
る
者こ

と

、
仲
冬
廿
又
六
日
な
り
」

と
あ
る
（
巻
之
中
、
Ⅱ
四
七
五
）

　

恵
叟
宝
全
禅
定
門
に
つ
い
て
は
不
明
。
良
喜
の
初
見
は
天
文
七
年
（
一
五
三

八
）
十
二
月
二
十
八
日
付
占
部
尚
安
宛
宗
像
氏
家
臣
連
署
書
状
で
あ
り
、
良
喜

は
寺
内
尚
秀
と
と
も
に
連
署
し
て
い
る
（
「
占
部
文
書
」
Ⅱ
三
〇
〇
）
。
尚
秀
が

黒
川
隆
尚
の
一
字
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
良
喜
は
隆
尚
の
家
臣
で
あ
っ

た
。
天
文
二
十
年
九
月
一
日
に
大
内
義
隆
が
自
害
し
た
直
後
の
九
月
十
二
日
に

宗
像
四
郎
（
黒
川
鍋
寿
丸
）
が
宗
像
に
強
行
入
部
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
活
躍

し
た
吉
原
善
三
郎
宛
と
寺
内
秀
郷
宛
の
十
月
二
日
付
宗
像
氏
家
臣
連
署
奉
書
に

は
寺
内
尚
秀
・
国
分
直
頼
と
と
も
に
良
喜
が
連
署
し
て
い
る
（
「
有
吉
文
書
」

『
新
撰
宗
像
記
考
証
』
Ⅱ
三
四
二
─
一
・
二
）
。
良
喜
は
隆
尚
・
氏
貞
に
仕
え

た
重
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

『
宗
像
記
追
考
』
（
第
十
九
）
に
は
筑
前
国
御
笠
郡
板
付
村
の
出
身
で
、
聖
福

寺
の
湖
心
碩
鼎
に
参
り
、
湖
心
碩
鼎
が
承
福
寺
に
隠
居
の
時
、
寺
を
訪
れ
た
宗

像
正
氏
（
黒
川
隆
尚
）
に
見
い
だ
さ
れ
て
家
臣
と
な
り
、
吉
田
名
字
を
許
さ
れ

吉
田
駿
河
と
称
し
、
入
道
し
て
慶
雲
軒
良
喜
と
号
し
た
と
あ
る
。
湖
心
碩
鼎
と

の
関
係
は
確
か
な
史
料
で
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
良
喜
は
元
々
宗
像
氏
の
家

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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臣
で
は
な
か
っ
た
が
正
氏
（
隆
尚
）
に
仕
え
、
吉
田
姓
を
与
え
ら
れ
た
可
能
性

は
高
い
。
寺
内
尚
秀
・
国
分
直
頼
と
同
様
、
山
口
で
仕
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
良
喜
は
湖
心
碩
鼎
と
面
識
が
あ
り
、
亡
き
父
で
あ
る
恵
叟
宝
全
禅
定
門
の

三
十
三
回
忌
を
弟
子
の
景
轍
玄
蘇
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
中
）
に
は
「
永
禄
十
一
暦
龍
集
戊
辰
仏
誕
前
四
日　

幻
住

十
一
葉
孫
隆
尚
菴
主
玄
蘇
書
」
と
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
景
轍
玄
蘇
は
永
禄
七

年
七
月
十
七
日
ま
で
に
隆
尚
庵
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
永
禄
十
年
十
二
月
十
三

日
に
承
福
寺
が
諸
山
に
列
し
て
い
た
が
、
景
轍
玄
蘇
は
承
福
寺
住
持
で
は
な
く

隆
尚
庵
主
と
書
い
て
い
る
。

　

元
亀
二
年
七
月
十
五
日
に
は
隆
尚
菴
殿
尖
甫
道
祥
大
居
士
（
黒
川
隆
尚
）
二

十
五
年
忌
を
宗
像
氏
貞
が
承
福
寺
で
営
ん
で
お
り
、
隆
尚
庵
主
景
轍
玄
蘇
が
拈

香
文
を
作
成
し
て
い
る
（
巻
之
中
、
Ⅱ
五
五
二
）
。
拈
香
文
の
一
部
を
次
に
掲

げ
る
。

　

薩
訶
世
界
、
南
閻
浮
提
、
扶
桑
国
の
海
西
路
、
筑
前
の
州く

に

居
住
、
大
功
徳

　

主
宗
像
の
朝
臣
氏
貞
大
宮
司
、
今こ

と
し茲

、
元
亀
第
二
暦
の
龍
集
、
辛
未
の
秋
七

　

月
十
又
五
日
、
恭
し
く
皇
考
隆
尚
菴
殿
尖
甫
（
道
）
祥
公
大
居
士
、
廿
五
年

　

の
遠
諱
の
期
に
臨
ん
で
、
預
め
夏
四
月
廿
又
九
日
に
於
て
、
承
福
禅
寺
に
就

　

い
て
浄
財
を
施
し
、
盛
膳
を
設
け
、
罔
極
の
慈
に
酬
ふ
。
（
中
略
）
殊
に
宿

　

夜
に
臨
ん
で
前
住
の
高
源
如
雲
和
尚
を
拝
請
し
て
、
入
室
下
語
し
、
衆
聴
尽

　

く
欹

そ
ば
だ

つ
。
一
問
一
荅
、
矩
に
中
り
規
に
中
る
。
（
中
略
）
隆
尚
菴
主
玄
蘇
に

　

命
じ
て
、
挙
香
這
の
枯
れ
柏
枝
を
焚
て
十
方
の
仏
陀
耶
衆
、
十
方
の
達
磨
耶

　

衆
、
十
方
の
僧
伽
耶
衆
、
霊
山
会
上
大
覚
世
尊
、
安
養
浄
土
陀
仏
を
供
養

　

し
、
善
く
現
座
道
場
の
円
通
大
士
、
一
切
の
諸
仏
薩さ

つ
捶た

、
一
切
の
諸
賢
聖
、

　

一
切
の
諸
含
識
、
一
切
の
諸
神
祇
に
逝
く
。
集
ま
る
所
の
功
勲
、
専
ら
冥
福

　

を
追
修
す
る
の
良
資
と
為
し
去
る
。
仰
ぎ
冀
は
く
は
、
尖
甫
（
道
）
祥
公
大

　

居
士
、
這
の
不
可
思
議
の
薫
力
に
憑
り
て
、
凡
聖
同
居
の
田
地
を
抹
過
す
。

　

俊
鷹
も
超
ゆ
る
及
ば
ず
。
真
俗
無
二
の
境
界
に
昇
り
て
駟
馬
も
追
ひ
難
き

　

者
な
り
。
恭

う
や
う
やし

く
惟お

も
ひ
み
る
に
、
隆
尚
菴
殿
尖
甫
祥
公
大
居
士
、
中
国
の
地

　

に
拠
り
て
周
道
の
砥
を
磨
す
。
（
中
略
）
義
隆
を
宋
家
に
仰
ぎ
、
君
臣
の
道

　

合
す
。
陶
氏
を
尭
の
上
に
致
し
て
、
親
族
誉
れ
を
馳
す
。
忠
貞
た
だ
誠
を
傾

　

け
葵き

藿か
く

に
等
し
く
す
の
み
に
匪
ず
。
仁
政
矧い

わ
ん
や
ま
た
茆
茨
剪き

ら
ざ
る
を
慕

　

い
、
寺
を
曲
江
に
創
め
て
、
額
を
掛
く
る
に
吾
が
名
を
以
て
す
。

　

隆
尚
は
大
内
義
隆
を
宗
家
と
仰
ぎ
主
君
と
し
て
い
る
。
隆
尚
が
義
隆
か
ら
大

内
氏
の
本
姓
多
々
良
姓
と
一
族
で
あ
る
黒
川
氏
の
名
跡
を
与
え
ら
れ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
上
位
に
仰
ぐ
親
族
と
す
る
陶
氏
と
は
陶
隆
房
（
晴
賢
）
の
可
能
性
も

あ
る
が
、
陶
氏
を
古
代
中
国
五
帝
の
一
、
堯
（
陶
唐
氏
）
と
す
れ
ば
文
意
と
併

せ
て
義
隆
の
こ
と
に
な
る
。

　

拈
香
文
に
は
あ
ら
か
じ
め
夏
四
月
二
十
九
日
に
承
福
禅
寺
へ
浄
財
を
施
し
、

盛
膳
を
設
け
て
隆
尚
の
罔
極
の
慈
に
酬む

く
ゆ
と
あ
る
。
寺
を
曲
江
に
創
め
て
、
額

を
掛
く
る
に
吾
が
名
を
以
て
す
と
あ
る
よ
う
に
隆
尚
庵
は
隆
尚
が
創
建
し
、
自

ら
の
名
を
庵
の
名
と
し
て
い
る
。
天
文
二
十
二
年
の
七
回
忌
で
湖
心
碩
鼎
が
拈

香
文
を
作
成
し
た
の
は
、
隆
尚
が
湖
心
碩
鼎
に
帰
依
し
隆
尚
庵
の
開
山
と
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
法
要
が
営
ま
れ
た
の
は
承
福
寺
で
あ
る
が
、
隆
尚
庵
主
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
湖
心
碩
鼎
が
七
回
忌
の
拈
香
文
を
作
成
し
て
い
る
。
曲
江

と
は
蛇
行
す
る
釣
川
に
ち
な
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
隆
尚
庵
の
場
所
は
明
ら
か
で

は
な
い
。

　

二
十
五
回
忌
の
拈
香
文
を
作
成
し
た
景
轍
玄
蘇
は
隆
尚
庵
主
と
書
い
て
い

る
。
二
十
五
回
忌
が
営
ま
れ
た
の
は
承
福
寺
で
あ
る
が
、
拈
香
文
に
は
宿
夜
に
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臨
ん
で
前
住
の
高
源
如
雲
を
拝
請
し
て
、
入
室
下あ

ぎ
ょ語

し
た
と
あ
る
。
前
住
と
は

承
福
寺
の
前
住
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
『
諸
山
位
次
簿
』
に
書
か
れ
た
住

持
の
貞
堯
と
の
関
係
、
元
亀
二
年
当
時
の
承
福
寺
住
持
に
つ
い
て
も
不
明
な
点

が
残
さ
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
永
禄
十
二
年
に
は
毛
利
勢
が
大
友
方
の
立
花
城
を
め
ぐ
り

攻
防
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
毛
利
勢
は
立
花
城
を
占
領
す
る
が
、
大
友
氏
の
庇

護
下
に
あ
っ
た
大
内
氏
一
族
の
大
内
輝
弘
が
周
防
国
に
上
陸
し
た
こ
と
で
筑
前

国
か
ら
撤
退
す
る
。
毛
利
勢
に
属
し
て
い
た
氏
貞
も
大
友
氏
と
和
睦
し
て
い

る
。

　

こ
の
結
果
、
氏
貞
は
所
領
の
割
譲
、
妻
と
の
離
別
、
大
友
宗
麟
養
女
（
臼
杵

鑑
速
娘
）
と
の
婚
儀
、
妹
の
立
花
城
城
督
戸
次
鑑
連
（
道
雪
）
へ
の
人
質
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
大
友
氏
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
和
睦
の
条
件
に
は
河

津
隆
家
の
殺
害
が
あ
り
、
氏
貞
は
元
亀
元
年
正
月
十
五
日
に
隆
家
を
殺
害
し
て

い
る
。
翌
年
の
黒
川
隆
尚
二
十
五
回
忌
に
臨
ん
だ
景
轍
玄
蘇
の
心
中
は
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
中
、
Ⅱ
五
七
五
）
に
は
「
大
日
本
国
、
筑
前
州く

に

、
宗
像

郡
、
曲
江
山
隆
尚
菴
守
塔
比
丘
玄
蘇
、
今こ

と

し茲
天
正
第
四
の
仲
春
二
十
又
一
日
、

恭
し
く
前
の
南
禅
湖
心
先
師
大
和
尚
十
三
回
忌
の
辰
に
遇
ひ
て
、
菴
門
に
于
て

銀
碗
雪
を
盛
り
」
と
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
景
轍
玄
蘇
は
天
正
四
年
（
一
五
七

六
）
八
月
二
十
一
日
に
隆
尚
庵
で
湖
心
碩
鼎
の
十
三
回
忌
を
営
ん
で
い
る
。
拈

香
文
に
は
「
曲
江
山
隆
尚
菴
守
塔
比
丘
玄
蘇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
景
轍
玄
蘇
は

承
福
寺
で
は
な
く
庵
主
で
あ
る
隆
尚
庵
で
十
三
回
忌
を
営
ん
で
い
る
。

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
中
、
Ⅱ
五
八
七
）
に
は
黒
川
隆
尚
の
年
忌
に
関
し
、

「
来
歳
の
孟
秋
の
望
日
、
隆
尚
菴
尖
甫
道
祥
大
居
士
喜
公
の
忌
の
辰
な
り
。
預

め
今こ

と

し茲
、
天
正
六
年
戊
寅
、
仲
秋
の
望
日
、
冥
福
を
追
修
す
る
の
次
、
高
顕
一

基
を
造
立
し
て
以
て
銘
を
需
む
」
と
あ
っ
て
、
高
顕
（
塔
）
一
基
の
銘
文
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
「
隆
尚
菴
殿
喜
公
忌
拈
香
頌　

生
前
の
父
母
は
是
れ

乾
坤
。
撿
束
し
将
ち
来
た
り
て
報
恩
を
叫
び
、
三
十
三
年
、
九
州
の
鐵
、
香
を

以
て
爐
を
指
す
。
金
の
香
爐
下
に
崑
崙
を
鑄
る
」
（
巻
之
中
、
Ⅱ
五
八
七
付
）

と
あ
る
。

　

来
歳
（
天
正
七
年
）
七
月
十
五
日
が
隆
尚
の
忌
の
時
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め

今
年
（
天
正
六
年
）
八
月
十
五
日
に
高
顕
一
基
を
建
立
す
る
の
で
銘
文
を
求
め

る
と
あ
っ
て
、
銘
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
次
の
「
喜
公
忌
拈
香
拈
香
頌
」
は
、

隆
尚
三
十
三
回
忌
（
喜
公
忌
）
で
の
「
拈
香
頌
」
に
な
る
。
七
回
忌
・
二
十
五

回
忌
の
よ
う
な
拈
香
文
は
お
さ
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
景
轍
玄
蘇
は
宗
義
調
の
招
き
を
受
け
て
、
天
正
八
年
閏
三
月

十
二
日
に
冷
泉
（
聖
福
寺
）
を
出
て
い
る
。

　

『
仙
巣
稿
』
（
巻
之
中
、
Ⅱ
六
二
二
）
に
は
「
石
松
賀
州
太
守
父
子
、
闘
没

の
後
、
拙
語
を
牌
銘
の
上
に
題
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
も
、
嶮
拒
す
る
こ
と
を
獲

ず
。
口
に
信
せ
て
乱
れ
道
ひ
て
以
て
こ
れ
に
応
じ
て
云
ふ
。
実
田
道
秀
居
士
、

主
忠
性
考
信
男
。
斯
の
児
有
り
。
斯
の
翁
有
り
。
共
に
主
恩
を
報
じ
て
闕そ

の
躬

を
忘
る
。
莫
莫
た
り
髑
髏
の
前
の
妄
想
、
牌
中
の
数
字
、
清
風
に
付
す
」
と
あ

る
。

　

石
松
加
州
太
守
親
子
と
は
石
松
加
賀
守
秀
兼
と
子
の
石
松
十
郎
に
な
る
。
親

子
は
闘
没
と
あ
る
よ
う
に
戦
死
し
て
い
る
。
拙
語
を
牌
銘
の
上
に
題
せ
ん
と
あ

る
よ
う
に
、
法
号
を
求
め
ら
れ
た
景
轍
玄
蘇
は
実
田
道
秀
居
士
と
主
忠
性
考
信

男
の
法
号
を
与
え
て
い
る
。
二
人
が
戦
死
を
し
た
の
は
、
天
正
九
年
九
月
十
三

日
に
鞍
手
郡
吉
川
庄
で
起
こ
っ
た
宗
像
勢
と
戸
次
道
雪
勢
と
の
戦
で
あ
っ
た
。
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景
轍
玄
蘇
は
天
正
八
年
に
対
馬
に
居
住
し
た
あ
と
も
、
宗
像
氏
家
臣
に
法
号
を

与
え
て
い
る
。
氏
貞
と
の
交
流
も
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
正
十
年
正
月
二
日
の
詩
文
に
は
「
今こ

と

し歳
兵
を
避
け
て
故
家
を
離
れ
、
去
年

客
と
為
る
は
是
れ
天
涯
。
曲
江
の
紅
杏
、
遺
恨
有
り
、
多
く
見
る
他
人
園
裏

の
花
」
と
あ
る
（
巻
之
上
、
Ⅱ
四
〇
一
）
。
遺
恨
を
懐
か
し
む
と
解
せ
ば
、
景

轍
玄
蘇
は
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
異
郷
の
地
（
対
馬
）
で
、
隆
尚
庵
の
紅
杏
に
思

い
を
残
す
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
隆
尚
庵
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

終
わ
り
に

　

宗
像
氏
貞
の
父
黒
川
隆
尚
（
宗
像
正
氏
）
は
、
自
ら
の
名
を
付
け
た
曲
江
山

隆
尚
庵
を
創
建
し
て
い
る
。
承
福
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
隆
尚
七
回
忌
で
湖
心
碩

鼎
は
拈
香
文
を
作
成
し
て
い
る
。
湖
心
碩
鼎
に
帰
依
し
て
い
た
隆
尚
は
、
湖
心

碩
鼎
を
隆
尚
庵
の
開
山
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

氏
貞
は
隆
尚
の
七
回
忌
、
二
十
五
回
忌
、
三
十
三
回
忌
を
営
ん
で
い
る
。
天

文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
七
回
忌
は
大
内
義
隆
自
害
後
に
起
こ
っ
た
一
族

間
の
家
督
相
続
争
い
が
終
わ
り
、
氏
貞
が
宗
像
氏
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
広

く
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
二
十
五
回
忌
は
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

に
毛
利
方
に
属
し
て
い
た
氏
貞
が
大
友
氏
と
和
睦
し
、
所
領
の
削
減
、
河
津
隆

家
の
殺
害
、
大
友
宗
麟
養
女
の
輿
入
れ
な
ど
が
行
わ
れ
た
時
期
に
な
る
。
混
乱

し
た
領
内
を
と
り
ま
と
め
る
役
割
も
考
え
ら
れ
る
。

　

隆
尚
の
湖
心
碩
鼎
へ
の
帰
依
に
始
ま
り
、
氏
貞
は
二
人
の
幻
住
派
の
僧
に
帰

依
し
て
い
る
。
大
友
氏
の
命
に
よ
り
殺
害
し
た
河
津
隆
家
の
弟
景
轍
玄
蘇
と
の

交
流
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
景
轍
玄
蘇
が
対
馬
に
渡
っ
た
後
も
続
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

湖
心
碩
鼎
と
景
轍
玄
蘇
は
幻
住
派
の
高
僧
で
あ
っ
た
。
湖
心
碩
鼎
が
日
明
貿

易
の
正
使
を
つ
と
め
、
景
轍
玄
蘇
が
宗
氏
に
朝
鮮
と
の
通
交
で
の
活
躍
を
期
待

さ
れ
招
か
れ
た
よ
う
に
、
対
外
関
係
で
活
躍
し
た
僧
で
も
あ
っ
た
。

　

氏
貞
に
は
二
人
が
持
つ
幻
住
派
に
と
ど
ま
ら
な
い
各
門
派
寺
院
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
情
報
収
集
な
ど
、
信
仰
面
だ
け
で
は
な
い
部
分
の
期
待
と
役
割

が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
）
『
頤
賢
録
』
（
乾
・
坤
）
は
伊
藤
幸
司
『
中
世
の
博
多
と
ア
ジ
ア
』
（
二
〇
二

 
 
 

一
年
、
勉
誠
出
版
）
に
解
説
と
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
同
書
の

　

 

翻
刻
文
か
ら
引
用
す
る
。

（
２
）
巻
之
上
・
中
・
下
の
三
冊
か
ら
な
る
。
景
轍
玄
蘇
の
弟
子
対
馬
以い

酊て
い

庵あ
ん

第
二

 
 
 

世
規
伯
玄
方
が
編
纂
し
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
出
版
さ
れ
た
。『
仙
巣
稿
』

　

 

は
『
宗
像
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
に
原
文
と
読
み
下
し
文
が
部
分
的
に
収
録
さ

　

 

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
同
書
か
ら
読
み
下
し
文
を
一
部
改
め
て
引
用
し
、
史
料

　

 

番
号
と
共
に
記
載
し
た
。
未
収
録
分
に
つ
い
て
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
版
本
と

　

 

写
本
か
ら
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
略
し
引
用
し
た
。
写
本
は
国
立
公
文
書
館

　

 

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
で
き
る
。

 

　

『
宗
像
市
史
』
史
料
編
中
世
Ⅱ
か
ら
引
用
し
た
史
料
は
Ⅱ
と
略
し
、
史
料
名

 

と
史
料
番
号
を
記
載
し
た
。

（
３
）
　

長
正
統
「
景
轍
玄
蘇
に
つ
い
て
─
一
外
交
僧
の
出
自
と
法
系
─
」（
『
朝
鮮
学

 
 
 

報
』
二
九
輯
、
一
九
六
三
年
）。
以
下
、
長
氏
論
文
と
は
同
論
文
を
さ
す
。
安
藤

 
 
 

嘉
則
『
中
世
禅
宗
に
お
け
る
公
案
禅
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）

 
 
 

第
一
部
第
四
章
（
初
出
二
〇
〇
二
年
）
。
註
１
伊
藤
幸
司
『
中
世
の
博
多
と
ア

 
 
 

ジ
ア
』
第
四
章
（
初
出
二
〇
〇
八
年
を
改
訂
増
補
）
、
第
五
章
（
初
出
二
〇
〇
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八
年
を
改
訂
増
補
）、
第
九
章
（
初
出
二
〇
一
二
年
・
二
〇
一
三
年
を
再
構
成
し

 
 
 

増
補
）
、
第
十
一
章
（
新
稿
）
、
同
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
（
吉
川
弘
文

 
 
 

館
、
二
〇
〇
二
年
）
第
三
部
第
二
章
（
初
出
一
九
九
九
年
）
他
。
橋
本
雄
「
丹

 
 
 

波
国
氷
上
郡
佐
治
荘
高
源
寺
所
蔵
文
書
」
（
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀

 
 
 

要
』
三
、
一
九
九
九
年
）
、
同
「
丹
波
国
氷
上
郡
佐
治
荘
高
源
寺
所
蔵
文
書

 
 
 

（
続
）」（
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
『
日
朝

 
 
 

関
係
史
研
究
入
門
─
ア
ジ
ア
の
な
か
の
遣
明
船
─
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五

 
 
 

年
）
第
二
部
各
論
⑩
湖
心
碩
鼎
。
各
論
⑩
は
『
頤
賢
録
』
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。

　
　

 

湖
心
碩
鼎
の
高
源
寺
と
聖
福
寺
へ
の
入
寺
に
つ
い
て
は
、
橋
本
雄
「
丹
波
国

 
 
 

氷
上
郡
佐
治
荘
高
源
寺
所
蔵
文
書
」
、
同
『
日
朝
関
係
史
研
究
入
門
』
各
論
⑩
、

　

 

「
伊
藤
幸
司
『
中
世
の
博
多
と
ア
ジ
ア
』
第
九
章
、
同
『
中
世
日
本
の
外
交
と

 
 
 

禅
宗
』
第
二
部
第
一
章
（
初
出
一
九
九
六
年
）
、
第
三
部
第
二
章
に
よ
る
。
幻

 
 
 

住
派
、
湖
心
碩
鼎
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
幸
司
『
中
世
の
博
多
と
ア
ジ
ア
』
各
章

 
 
 

の
引
用
文
献
及
び
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧
に
詳
し
い
。

（
４
）

 
 

湖
心
碩
鼎
の
語
録
。
規
伯
玄
方
編
。
『
続
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
下
。

（
５
）
註
３
安
藤
嘉
則
論
文
。

（
６
）
湖
心
碩
鼎
像
賛
文
と
印
可
状
は
、
栄
西
禅
師
八
百
年
大
遠
諱
記
念
特
別
展
図

 
 
 

録
『
日
本
最
初
の
禅
寺　

博
多
聖
福
寺
』
（
福
岡
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）

 
 
 

に
よ
る
。

（
７
）
「
明
法
寺
榊
文
書
」
四
四
（
『
福
岡
市
史
』
資
料
編
中
世
①
）
。
裁
許
状
は
聖
福

　

 

寺
領
早
良
郡
西
山
村
山
之
口
役
を
め
ぐ
る
、
庄
主
大
円
寺
用
秀
と
新
原
以
下
の

　

 

五
ヶ
村
と
の
相
論
に
関
す
る
も
の
。
大
村
興
景
は
早
良
郡
代
・
安
楽
平
城
督
で

　

 

あ
っ
た
。
佐
伯
弘
次
「
大
内
氏
の
筑
前
国
郡
代
」
（
『
九
州
史
学
』
六
九
、
一
九

　

 

八
〇
年
）
参
照
。

（
８
）
「
聖
福
寺
文
書
」
三
（
『
福
岡
市
史
』
資
料
編
中
世
①
）
。

（
９
）
黒
川
隆
尚
（
宗
像
正
氏
）
と
宗
像
氏
貞
に
つ
い
て
は
、『
新
修
宗
像
市
史　

い

 
 
 

く
さ
と
人
び
と
』
第
二
章
参
照
。

（
10
）
『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）
第
二
章
第
二

　

 

節
註
２
７
１
。
典
拠
に
『
鹿
苑
院
公
文
帖
』
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
『
頤
賢
録
』

 
 
 

を
掲
げ
る
。
『
鹿
苑
院
公
文
帖
』
は
今
泉
淑
夫
校
訂
『
鹿
苑
院
公
文
帖
』
（
続
群

 
 
 

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
に
収
録
。

 
 
 
 
 

承
福
寺
に
つ
い
て
は
『
安
延
山
承
福
寺
今
昔
』（
承
福
寺
総
代
会
発
行
、
一
九

 
 
 

八
四
年
）
が
あ
る
。

（
11
）
『
占
部
家
系
伝
』
は
占
部
氏
の
家
譜
。
『
宗
像
郡
誌
』
下
編
に
収
録
。

（
12
）
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
「
占
部
文
書
」
九
の
註
解
１
で
は
、
宗
麟
を
承
福

　

 

寺
の
住
持
瑞
林
宗
麟
と
す
る
（
「
占
部
文
書
」
の
註
解
は
堀
本
一
繁
氏
に
よ
る
）
。

 
 
 

註
10
の
『
安
延
山
承
福
寺
今
昔
』
で
は
、
十
二
世
高
源
瑞
林
禅
師
に
つ
い
て
麻

 
 
 

生
家
助
の
末
子
で
貞
保
の
叔
父
と
す
る
。

（
13
）
『
宗
像
大
社
文
書
』
第
三
巻
「
占
部
文
書
」
一
〇
の
註
解
参
照
。
賢
安
は
占
部

 
 
 

一
族
の
有
力
者
と
し
て
、
岳
父
で
あ
る
宗
像
氏
の
重
臣
吉
田
重
致
か
ら
山
堺
相

　

 

論
和
解
の
仲
介
の
要
請
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
14
）
占
部
祐
安
・
豊
安
親
子
に
つ
い
て
、
当
時
の
確
実
な
史
料
は
の
こ
さ
れ
て
い

 
 
 

な
い
。

（
15
）
河
津
氏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
内
氏
領
国
下
に
お
け
る
筑
前
国
西
郷
の
河

 
 
 

津
氏
と
宗
像
氏
」
（
『
沖
ノ
島
研
究
』
一
〇
、
二
〇
二
四
年
）
参
照
。

（
16
）
註
１
伊
藤
幸
司
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
第
三
部
第
二
章
註
51
。

（
17
）
『
河
津
伝
記
』
は
『
宗
像
郡
誌
』
下
編
に
収
録
。

（
18
）
版
本
で
は
「
永
禄
午
」
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
写
本
に
は
「
永
禄
中
」
と

 
 
 

書
か
れ
て
い
る
。
長
氏
は
「
永
禄
中
」
と
し
て
い
る
。

（
19
）
『
新
修
宗
像
市
史　

く
ら
し
と
生
業
』
第
三
章
第
二
節
一
「
領
民
の
大
島
在

 
 
 

島
」
参
照
。

（
20
）
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
八
月
十
二
日
に
耳じ

ほ
う
げ
ん
ゆ
う

峰
玄
熊
が
聖
福
寺
に
入
寺
し
て

 
 
 

い
る
（
「
十
刹
位
次
簿
」
『
鹿
苑
院
公
文
帖
』
）
。
一
一
〇
世
と
な
っ
た
耳
峰
玄
熊

 
 
 

は
以
後
、
聖
福
寺
復
興
に
あ
た
っ
て
い
る
。
註
１
伊
藤
幸
司
『
中
世
の
博
多
と
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ア
ジ
ア
』
第
九
章
、
第
十
章
（
初
出
二
〇
一
〇
年
・
二
〇
一
四
年
を
再
構
成
し

 
 
 

て
増
補
）
、
同
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
第
三
部
第
二
章
参
照
。

 
 
 
 
 

『
十
刹
位
次
簿
』
に
は
景
轍
玄
蘇
の
入
寺
を
永
禄
四
年
八
月
二
十
七
日
、
続

 
 
 

け
て
「（

三

江

）

□
□
宗
宝
」
永
禄
七
年
四
月
朔
日
、
「
梅
仙
東
逋
」
永
禄
九
年
六
月
五

 
 
 

日
、
「（

耳

峰

）

□
□
玄
熊
」
永
禄
十
年
八
月
十
二
日
、
「
□

（
器
成
イ
）

□
明
琢
」
永
禄
十
年
十
月

 
 
 

十
三
日
（
イ
に
十
二
日
）
、
「
嘯
嶽
鼎
虎
」
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
十
一
月

 
 
 

十
四
日
、
「
瑞
嶽
栄
鳳
」
天
正
十
年
五
月
一
日
と
あ
る
。

　

 

『
聖
福
寺
歴
代
住
持
帳
』
は
百
五
世
頤
賢
碩
鼎
、
百
九
世
景
轍
玄
蘓

（
蘇
）

と
し
、

 

生
没
年
・
出
自
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
百
十
世
耳
峯
玄
熊
、
百
十
一
世
九
皐

 

宗
疇
と
あ
る
（
「
聖
福
寺
文
書
」
二
五
『
福
岡
市
史
』
資
料
編
中
世
①
）
。

 

　

景
轍
玄
蘇
の
俗
系
に
つ
い
て
は
「
筑
前
宗
像
郡
飯
盛
山
之
城
主
河
津
民
部
少

 

輔
二
男
」
と
あ
る
。
父
親
の
河
津
隆
業
を
民
部
少
輔
と
す
る
史
料
は
確
認
で
き

 

な
い
。

　

 

永
禄
八
年
夏
五
月
日
付
嘯
岳
鼎
虎
宛
景
轍
玄
蘇
・
駿
岳
硯
甫
連
署
奉
書
に
は

 

「
前
聖
福
景
轍
玄
蘇
」
と
あ
る
（
「
洞
春
寺
文
書
」
二
〇
『
山
口
県
史
』
史
料
編

 

中
世
２
）
。
景
轍
玄
蘇
が
再
び
聖
福
寺
の
住
持
に
再
び
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で

 

は
な
い
。

（
21
）
『
宗
像
郡
誌
』
下
編
、
Ⅱ
二
七
二
─
七
。

（
22
）
『
河
津
伝
記
』
十
三
は
大
内
義
隆
自
害
後
、
河
津
隆
業
は
宗
閑
苔
翁
居
士
と
称

　

 

し
所
領
を
河
津
隆
家
に
譲
り
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
二
月
三
日
に
病

　

 

に
て
卒
す
と
あ
る
。『
河
津
伝
記
』
に
載
せ
る
「
藤
原
姓
伊
東
河
津
之
家
系
」
に

　

 

は
、
河
津
隆
家
が
天
文
二
年
に
生
ま
れ
、
天
文
十
八
年
十
一
月
に
父
隆
業
か
ら

　

 

家
督
相
続
と
あ
る
。
弟
の
景
轍
玄
蘇
を
「
前
南
禅
景
徹

（
轍
）

玄
蘇
和
尚
」
と
し
、

 
 
 

「
天
文
六
年
生
、
兄
隆
家
殺
る
時
、
元
亀
元
に
三
十
四
才
な
り
」「
花
旭
堂
聖
福

 
 
 

寺
百
九
世
ノ
住
侶
」「
慶
長
十
六
年
十
月
二
十
二
日
七
十
五
歳
ニ
シ
テ
、
対
州
ニ

　

 

於
テ
遷
化
ス
」
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、
本
文
で
述
べ
た
こ
と
と
一
致
す
る
記

　

 

述
が
多
い
。

　
　

 

長
氏
は
景
轍
玄
蘇
が
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
南
禅
寺
の
公
帖
を
得
た
と

　

 

す
る
。
典
拠
と
さ
れ
る
『
南
禅
寺
住
持
籍
』
に
は
「
不
住　

景
轍
和
尚
」「
諱
玄

 

　

蘇　

嗣
法
頤
賢
鼎　

中
峰
派　

慶
長
十
年
乙
巳
三
月
五
日
日
賜
帖
」
と
あ
る

　

 

（
註
10
『
鹿
苑
院
公
文
帖
』
解
説
に
掲
載
）
。

 
 
 

『
河
津
伝
記
』
の
系
図
を
含
め
、
河
津
氏
関
係
の
系
図
に
隆
業
の
没
年
と
法

 

号
が
書
か
れ
た
も
の
は
な
い
。
冬
青
道
樹
が
隆
業
の
父
河
津
興
光
の
可
能
性
も

 

あ
る
が
、
興
光
の
法
号
、
没
年
、「
越
後
守
」
と
書
か
れ
た
史
料
は
確
認
で
き
な

 

い
。

（
23
）
『
宗
像
郡
誌
』
中
編
。

（
く
わ
た
か
ず
あ
き　

中
世
部
会
）
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